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1．はじめに 

非定型ペスチウイルス（APPV）は、妊娠中の

母豚への感染により、産子に振戦を引き起こし

1)、遺伝子型はGenotype1～3の3つに分類され

12)、2015年に米国で初検出されて以降、世界各

地で検出されている 9)。国内では、熊本県で

Genotype1 による症例が初めて確認されて以降

は散発的にGenotype3による症例が報告されて

いる 3,6)。APPVは、水平感染では無症状だが、胎

子の免疫機能が発達する前に妊娠豚が感染する

と胎子へ垂直感染する 2)。APPVによる振戦が発

生した農場では、生産性が 10％以上低下する 4)

という報告があり、妊娠豚への感染対策が特に 

重要である。 

 

図1.農場内豚舎配置図 

 

図2.分娩舎Aにおける振戦発生状況 

令和7年4月から6月にかけて、繁殖豚90頭

を飼養する800頭規模の一貫経営養豚農場にお

いて、分娩舎A（図1）で分娩した 13腹中4腹

で哺乳豚が振戦を呈していたことから、病性鑑

定を実施しAPPVによる先天性振戦と診断した。 

また本症例の同居豚検査及び農場内浸潤状況調

査ならびに過去の県内類似症例の追加調査を実

施したのでその概要を報告する。 

 

2．材料及び方法 

振戦発症豚3頭（No.1,2：12日齢 No.3：26

日齢）について、剖検を行った（図2）。 

1)病理組織学的検査 

諸臓器を用いて、定法に従いホルマリン固定

後、パラフィン包埋を行い、ヘマトキシリン・

エオジン染色及び中枢神経を用いてクリューバ

ー・バレラ染色を行った。 

2)ウイルス学的検査 

（1）遺伝子検査（RT-PCR）：血液及び10％臓器

乳剤（心臓、肺、肝臓、脾臓、腎臓、扁桃、大

脳、脊髄）を用いて、RNAを抽出し（High Pure 

Viral RNA kit、Roche社）、APPVの検出を目

的として、Kaufmannら（2019）の5’非翻訳領

域（UTR）標的としたリアルタイム RT-PCR法 8)

を実施した。 

（2）シークエンス解析：（1）の血液から分離さ

れたウイルスの 5’UTR の遺伝子配列の PCR 産

物について、ダイレクトシークエンスを実施し

た。5’UTR領域の配列を用いて BLAST解析を行

い、分子系統樹解析を行った。 

3)細菌学的検査 

主要臓器の一般細菌検査、小腸内容の定量培



養検査、肺のマイコプラズマ遺伝子検査を実施

した。 

4)生化学的検査 

EDTA加血液を用いて血液検査（全自動血球計

数器：MEK-6550）、血液を用いて白血球百分比（血

液塗抹、メイギムザ染色）を実施した。 

5)同居豚検査 

振戦が確認された 4 豚房のうち、3豚房の母

豚3頭及び子豚8頭に加え、無症状群として振

戦豚のいない豚房の母豚 1頭及び子豚4頭の血

清16検体を用いてAPPVの遺伝子検査を実施し

た（図2）。 

6)農場内浸潤状況調査 

 令和2年から6年までに同農場において採材

した豚血清246検体（令和2年 30検体、令和

3年 30検体、令和4年 70検体、令和5年 60

検体、令和6年 56検体）を用いてAPPVの遺伝

子検査を実施した。 

7)県内類似症例調査 

 平成17年2月～3月にかけて、県内一貫経営

養豚農場で哺乳豚の振戦が確認され病理学的検

査で中枢神経系の空胞化が認められ先天性振戦

の疑いと診断された症例について、子豚 2 頭

（No.1、No.2）のホルマリン固定パラフィン包

埋検体（扁桃、脾臓、腎臓、脳、脊髄）を用い

て、脱パラフィン処理後、蛋白質分解及び脱架

橋を行い当時未検査であった APPV の遺伝子検

査を実施した。 

3.結果 

1)外貌所見 

 3 頭共に、前肢手根関節の痂皮形成及び振戦

が認められ、No.3 では起立不能も認められた。 

2)剖検所見 

No.1,2で、腎臓の点状出血、肺葉の充うっ血

が認められたが、No.3では諸臓器に特に異常は

認めず、脳については 3頭共に著変を認めなか

った。 

3)病理組織学的検査 

 3 頭共に、腎皮質血管内の充うっ血、肺胞壁

の肥厚及び充うっ血、中枢神経系（大脳、小脳、

橋）の空胞化が認められた。クリューバー・バ

レラ染色では、3 頭共に小脳髄質に明瞭な複数

の脱髄斑（低髄鞘化）が認められた。（図3）。 

 

図3.病理組織学的検査結果 

 

4)ウイルス学的検査 

遺伝子検査（RT-PCR）で、No.1,2は検査した

全臓器で、No.3は5検体（血清、肺、脾臓、腎

臓、扁桃）でAPPV遺伝子陽性であった。また、

リアルタイムPCRのCT値は、3頭共に扁桃で最

も低く、次いで脾臓または腎臓で低く、これら

の臓器でウイルス遺伝子が多いことが確認され

た。（図 4）。シークエンス解析については、

5’UTR領域では3頭から分離されたウイルス 3

株の塩基配列は100％一致し、Genotype1に分類

された。また、検出株は米国や熊本県の検出株

に近縁であった（図5）。 

  
図4.ウイルス学的検査結果 



 

図5.シークエンス解析結果 

 

5)細菌学的検査及び生化学的検査結果 

 細菌学的検査では有意な菌は分離されなかっ

た。生化学的検査では 3頭共に同居の健康豚と

比較して好中球比率が高値、リンパ球比率が低

値で、好中球の核の左方移動及び赤血球数減少

が認められた。 

6)同居豚検査 

 分娩舎Aにおいて哺乳豚で振戦が確認された

豚房の母豚 3 頭は全頭 APPV 遺伝子陰性であっ

たが、同豚房の子豚 8 頭は全頭 APPV 遺伝子陽

性であった。一方、無症状群の母豚および子豚

はいずれもAPPV遺伝子陰性であった。 

7)農場内浸潤状況調査 

 当該養豚場における APPV 遺伝子の検査結果

は、令和2年から3年までは全て陰性であった。

令和4年にはストール舎 Bの繁殖豚1頭が陽性

を示し、令和5年には肉豚舎 BおよびCの肥育

豚5頭が陽性であった。さらに令和 6年には全

肉豚舎の肥育豚10頭が陽性であった。 

8)県内類似症例調査 

 子豚2頭のホルマリン固定パラフィン包埋検

体（扁桃、脾臓、腎臓、脳、脊髄）のうち、No.2

の脳を除く全ての検体で APPV 遺伝子陽性であ

った。 

4.考察 

 本症例は、振戦を発症した子豚について、病

理学的に中枢神経系の空胞化及び低髄鞘化が認

められ、ウイルス学的に血清及び諸臓器で APPV

遺伝子が検出されたことから、APPVが関与した

先天性振戦と診断した。本症例は県内で診断さ

れた初の症例であり、検出株は、米国や熊本県

の検出株と近縁なGenotype1による国内2例目

の症例となった。 

 APPV による振戦発症豚の母豚では遺伝子が

検出されなかったとの報告 10)があり、本症例に

おける同居豚検査でも、振戦が確認された豚房

の母豚は全頭 APPV 遺伝子陰性であったことか

ら既報と一致していた。また、分娩舎Aにおい

て無症状群は全頭APPV遺伝子陰性であったが、

振戦が確認された豚房の子豚は全頭 APPV 遺伝

子陽性であったことから垂直感染によるものと

推察された。 

 APPVの水平感染により、豚は免疫を獲得する

1)ことが報告されており、このことは集団免疫

の成立に有益であるとされる。本症例の分娩舎

において子豚で先天性振戦が認められたことか

ら、発症豚の母豚は過去にAPPVへの感染歴が無

く、令和７年に初感染したことが示唆された。

また、農場内浸潤状況調査により、少なくとも

令和 4 年から農場内に APPV が存在し、徐々に

蔓延した可能性が示唆された。 

県内類似症例調査では、平成17年に先天性振

戦の疑いと診断された症例について、ホルマリ

ン固定パラフィン包埋検体を用いた遺伝子検査

により子豚2頭10検体中9検体でAPPVが検出



された。APPVは 2015（平成 27）年に米国で初

検出されたが、海外の遡及調査 8,9)では 2015年

以前から世界に存在していたことが示されてい

る。当県においても、遡及調査により少なくと

も平成17年には県内に APPVが存在していたこ

とが確認された。 

APPV は現時点で有効なワクチンはなく、

Genotypeによる抗原性の差の有無等、不明な点

が多い。国内では、養豚場浸潤状況や野生いの

ししの調査報告 5、11)があるが報告数は少ない。

今後は、県内の養豚場や野生いのししにおいて

も浸潤状況等の調査を実施し、APPVの病態解明

の一助としたい。 
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